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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各フレームがｎフィールドのビデオデータからなるビデオデータを複数フレーム分保持
するメモリと、
　前記複数のフレームのビデオデータのうち第２フレームに含まれるｎフィールドのビデ
オデータのうち第１フィールドのビデオデータを使用して、前記複数のフレームのビデオ
データのうち第１フレームに含まれる前記ｎフィールドのビデオデータのうち第１フィー
ルドのビデオデータを補正する補正回路と、
　前記補正回路で補正された前記複数のフレームのビデオデータのうち前記第１フレーム
に含まれる前記ｎフィールドのビデオデータのうち前記第１フィールドで補正されたビデ
オデータを駆動するドライバと、
を備え、
　前記第２フレームの第１フィールドに表示される色相タイプは、前記第１フレームの第
１フィールドに表示される色相タイプと同一であることを特徴とするディスプレイ駆動回
路。
【請求項２】
　前記補正回路は、前記複数のフレームのビデオデータのうち前記第２フレームに含まれ
る前記ｎフィールドのビデオデータのうち前記第２フィールドのビデオデータを使用して
、前記複数のフレームのビデオデータのうち前記第１フレームに含まれる前記ｎフィール
ドのビデオデータのうち第２フィールドのビデオデータを補正する回路をさらに備え、
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　前記ドライバは、前記補正回路で補正された前記複数のフレームのビデオデータのうち
前記第１フレームに含まれる前記ｎフィールドのビデオデータのうち前記第２フィールド
で補正されたビデオデータを駆動することを特徴とする請求項１に記載のディスプレイ駆
動回路。
【請求項３】
　前記補正回路は、前記複数のフレームのビデオデータのうち前記第２フレームに含まれ
る前記ｎフィールドのビデオデータのうち第３フィールドのビデオデータを使用して、前
記複数のフレームのビデオデータのうち前記第１フレームに含まれる前記ｎフィールドの
ビデオデータのうち第３フィールドのビデオデータを補正する回路をさらに備え、
　前記ドライバは、前記補正回路で補正された前記複数のフレームのビデオデータのうち
前記第１フレームに含まれる前記ｎフィールドのビデオデータのうち前記第３フィールド
で補正されたビデオデータを駆動することを特徴とする請求項２に記載のディスプレイ駆
動回路。
【請求項４】
　前記補正回路は、前記複数のフレームのビデオデータのうち前記第１フレームに含まれ
る前記ｎフィールドのビデオデータのうち前記第２フィールドの前記ビデオデータと並行
して、前記複数のフレームのビデオデータのうち前記第１フレームに含まれる前記ｎフィ
ールドのビデオデータのうち前記第１フィールドの前記ビデオデータを補正することを特
徴とする請求項２に記載のディスプレイ駆動回路。
【請求項５】
　前記補正回路は、前記複数のフレームのビデオデータのうち前記第１フレームに含まれ
る前記ｎフィールドのビデオデータのうち前記第３フィールドの前記ビデオデータと、前
記複数のフレームのビデオデータのうち前記第１フレームに含まれる前記ｎフィールドの
ビデオデータのうち前記第２フィールドの前記ビデオデータと並行して、前記複数のフレ
ームのビデオデータのうち前記第１フレームに含まれる前記ｎフィールドのビデオデータ
のうち前記第１フィールドの前記ビデオデータを補正することを特徴とする請求項３に記
載のディスプレイ駆動回路。
【請求項６】
　前記メモリは、各フレームがｎフィールドのビデオデータからなるビデオデータを少な
くとも３フレーム分保持することを特徴とする請求項１に記載のディスプレイ駆動回路。
【請求項７】
　前記各フィールドのビデオデータを表示させた後、ゼロ透過状態になるように前記駆動
回路によって液晶ディスプレイをリセットする回路をさらに備えることを特徴とする請求
項１に記載のディスプレイ駆動回路。
【請求項８】
　各フレームがｎフィールドのビデオデータからなるビデオデータを少なくとも１つのメ
モリに複数フレーム分保持し、
　前記複数のフレームのビデオデータのうち第２フレームに含まれるｎフィールドのビデ
オデータのうち第１フィールドのビデオデータを使用して、前記複数のフレームのビデオ
データのうち第１フレームに含まれる前記ｎフィールドのビデオデータのうち第１フィー
ルドのビデオデータを補正し、
　前記ビデオデータを補正した後、前記複数のフレームのビデオデータのうち前記第１フ
レームに含まれる前記ｎフィールドのビデオデータのうち前記第１フィールドで補正され
たビデオデータを駆動し、
　前記第２フレームの第１フィールドに表示される色相タイプは、前記第１フレームの第
１フィールドに表示される色相タイプと同一であることを特徴とするディスプレイ駆動方
法。
【請求項９】
　前記複数のフレームのビデオデータのうち前記第２フレームに含まれる前記ｎフィール
ドのビデオデータのうち前記第２フィールドのビデオデータを使用して、前記複数のフレ
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ームのビデオデータのうち前記第１フレームに含まれる前記ｎフィールドのビデオデータ
のうち第２フィールドのビデオデータを補正し、
　前記ビデオデータを補正した後、前記複数のフレームのビデオデータのうち前記第１フ
レームに含まれる前記ｎフィールドのビデオデータのうち前記第２フィールドで補正され
たビデオデータを駆動することを特徴とする請求項８に記載のディスプレイ駆動方法。
【請求項１０】
　前記複数のフレームのビデオデータのうち前記第２フレームに含まれる前記ｎフィール
ドのビデオデータのうち第３フィールドのビデオデータを使用して、前記複数のフレーム
のビデオデータのうち前記第１フレームに含まれる前記ｎフィールドのビデオデータのう
ち第３フィールドのビデオデータを補正し、
　前記ビデオデータを補正した後、前記複数のフレームのビデオデータのうち前記第１フ
レームに含まれる前記ｎフィールドのビデオデータのうち前記第３フィールドで補正され
たビデオデータを駆動することを特徴とする請求項９に記載のディスプレイ駆動方法。
【請求項１１】
　前記複数のフレームのビデオデータのうち前記第１フレームに含まれる前記ｎフィール
ドのビデオデータのうち前記第１フィールドの前記ビデオデータを補正することと、前記
複数のフレームのビデオデータのうち前記第１フレームに含まれる前記ｎフィールドのビ
デオデータのうち前記第２フィールドのビデオデータを補正することを並行して行うこと
を特徴とする請求項９に記載のディスプレイ駆動方法。
【請求項１２】
　前記複数のフレームのビデオデータのうち前記第１フレームに含まれる前記ｎフィール
ドのビデオデータのうち前記第３フィールドのビデオデータを補正することと、前記複数
のフレームのビデオデータのうち前記第１フレームに含まれる前記ｎフィールドのビデオ
データのうち第２フィールドのビデオデータと、前記複数のフレームのビデオデータのう
ち前記第１フレームに含まれる前記ｎフィールドのビデオデータのうち前記第１フィール
ドのビデオデータを補正することを並行して行うことを特徴とする請求項１１に記載のデ
ィスプレイ駆動方法。
【請求項１３】
　前記ビデオデータを前記メモリに保持する際に、各フレームがｎフィールドのビデオデ
ータからなるビデオデータを少なくとも３フレーム分を保持することを特徴とする請求項
８に記載のディスプレイ駆動方法。
【請求項１４】
　前記各フィールドのビデオデータを表示させた後、ゼロ透過状態になるように駆動ステ
ップによって液晶ディスプレイをリセットすることを特徴とする請求項８に記載のディス
プレイ駆動方法。
【請求項１５】
　スクリーンと、
　各フレームがｎフィールドのビデオデータからなるビデオデータを複数フレーム分保持
するメモリと、
　前記複数のフレームのビデオデータのうち第２フレームに含まれる前記ｎフィールドの
ビデオデータのうち第１フィールドのビデオデータを使用して、前記複数のフレームのビ
デオデータのうち第１フレームに含まれる前記ｎフィールドのビデオデータのうち第１フ
ィールドのビデオデータを補正するための補正回路と、
　前記補正回路で補正された前記複数のフレームのビデオデータのうち前記第１フレーム
に含まれる前記ｎフィールドのビデオデータのうち前記第１フィールドで補正されたビデ
オデータを前記スクリーンへ送信するドライバと、
を備え、
　前記第２フレームの第１フィールドに表示される色相タイプは、前記第１フレームの第
１フィールドに表示される色相タイプと同一であることを特徴とするディスプレイ。
【請求項１６】
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　前記スクリーンはテレビスクリーンを備えることを特徴とする請求項１５に記載のディ
スプレイ。
【請求項１７】
　前記スクリーンはコンピュータ・モニタを備えることを特徴とする請求項１５に記載の
ディスプレイ。
【請求項１８】
　前記スクリーンはアクティブマトリクス液晶ディスプレイを備えることを特徴とする請
求項１５に記載の前記ディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディスプレイ装置のカラーフィールドを補正するためのマルチフィールド駆
動方法及びマルチフィールド駆動システムと、フィールド・シーケンシャル液晶ディスプ
レイを基にしたディスプレイシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のカラー表示用の液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）では、独立して駆動され、且つ、視
聴者の肉眼で混色させるのに十分に小さい、“赤、緑、青（Ｒ，Ｇ，Ｂ）”からなる３色
のサブピクセルが使用される。画像を含むデータは、テレビ仕様の場合、６０ヘルツ（Ｈ
ｚ）の転送レートで送信される。この場合、画像データの各フレームは、１６．６７ミリ
秒（ｍｓ）毎に表示される。各フレームは、フレーム中に画素（ピクセル）全体が含まれ
る。カラー表示には、画素毎に3つのサブピクセルが存在する。フレーム毎の画素数は、
画像の解像度で決定される。解像度は、画素マトリクス中の行方向及び列方向の数で決定
される。ディスプレイに使用する典型的な解像度として、以下に標準的なものを示す。
　ＶＧＡ＝６４０×４８０＝３０７，２００ｐｉｘｅｌｓ＝９２１，０００ｓｕｂ－ｐｉ
ｘｅｌｓ
　ＸＧＡ＝１０２４×６２８＝７８６，４３２ｐｉｘｅｌｓ＝２，３５９，２９６ｓｕｂ
－ｐｉｘｅｌｓ
　ＷＸＧＡ＝１３６６×７６８＝１，０４９，０８８ｐｉｘｅｌｓ＝３，１４７，２６４
ｓｕｂ－ｐｉｘｅｌｓ
　ＳＸＧＡ＝１２８０×１０２４＝１，３１０，７２０ｐｉｘｅｌｓ＝３，９３２，１６
０ｓｕｂ－ｐｉｘｅｌｓ
【特許文献１】米国特許番号第５，３３７，０６８号
【特許文献２】米国特許番号第６，５６７，０６３号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　アクティブ・マトリックス液晶ディスプレイ（ＡＭＬＣＤ）では、サブピクセル毎に薄
膜トランジスタ（ＴＦＴ）が必要であった。ＡＭＬＣＤでは、ディスプレイを照明するた
めのバックライトと、カラーサブピクセル毎に正確に配列されたカラーフィルタが使用さ
れる。その画像は、サブピクセル毎に対応付けられた液晶分子の配列方向を電圧制御する
ことによって形成される。ある方法で直交偏光素子を用いる制御では、液晶分子のオン／
オフ・バルブ効果とともに、液晶分子の中間配列によって階調表現を実現する。図１（Ａ
）は、１ピクセル毎に３つのＴＦＴを使用するＡＭＬＣＤの一部を示す図である。図１（
Ｂ）は、１フレーム中に６つのＴＦＴが照明された図１ＡのＡＭＬＣＤの一部を示す図で
ある。
【０００４】
　１９４０年代後半、ＣＢＳ研究所は、白黒テレビにおいて、カラーフレーム画像のシー
ケンスに同期して回転するカラーフィルタの回転体をＣＲＴの前面に用いていた。このＣ
ＢＳ研究所社の試みは、テレビスクリーンの内面にカラー点状蛍光体を蒸着することを達



(5) JP 4981804 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

成したＲＣＡ社により座を奪われた。このＲＣＡ社による成果は、ＣＢＳ研究所の方法か
ら回転ノイズをなくした。
【０００５】
　特許文献１では、カラー蛍光灯を交互に配置したバックライトを切り替えて使用するこ
とを開示している。その他のバックライトとして、冷陰極管及ＥＬはスイッチング速度の
要件にマッチする光源として注目される。しかしながら、このシステムは、ビデオ画像に
おける動きぼけを回避するために十分に速い応答時間の液晶材料を利用することに依存す
る。この液晶材料の応答時間は、５．５ｍｓとして指定されることがあるが、次に示すよ
うに４．４ｍｓがより正確な要件である。一つの特定される設計要素は、液晶ディスプレ
イのプレートに対するセルギャップを４ミクロンとすることである。
【０００６】
　特許文献２では、セルギャップを２ミクロンまで小さくし、従来の４ミクロン技術を超
える４つの要素により応答時間を短縮する。また、特許文献２では、液晶材料の粘性を低
下させて応答時間を短縮するため、ディスプレイを加熱する。５．５ｍｓの応答時間を達
成するため、バックライトのオン／オフをスイッチングする第３の技術も使用される。そ
のバックライトは、５．５ｍｓ期間の一部でオフされ、そのオフ期間に、液晶分子を不透
明な状態にする電圧が印加される。このような方法により、中間階調（gray-to-gray）の
遷移に関連したより長い応答時間が短縮される。しかしながら、このセルギャップを必要
とする構造は、特に大型テレビディスプレイでは、その構造を達成させることが困難かつ
高価であり、また、ディスプレイを加熱することは、潜在的に不利である。
【０００７】
　その他の様々な技術が、ディスプレイを駆動する取り組みについて提案している。例え
ば、（１）Ｋ．Ｎａｋａｎｉｓｈｉ等，「マルチメディア・アプリケーションのためのフ
ィードフォワード駆動（ＦＦＤ）技術を用いた高速応答１５－１ｎ．ＸＧＡＴＦＴ液晶デ
ィスプレイ（Fast Response 15-1n. XGA TFT-LCD with Feedforward Driving (FFD) Tech
nology for Multimedia Applications）」ＳＩＤ　２００１　ＤＩＧＥＳＴ，ｐｐ．４８
８－４９１、（２）Ｒｉｃｈａｒｄ　Ｉ．　ＭｃＣａｒｔｎｅｙ，「晶表示パネル・タイ
ミングコントローラに組み込まれる液晶ディスプレイ応答時間補正機能（A Liquid Cryst
al Display Response Time Compensation Feature Integrated into an LCD Panel Timin
g Controller）」ＳＩＤ　ＤＩＧＥＳＴ　２００３，ｐｐ．１３５０－１３５３、（３）
Ｋａｚｕｏ　Ｓｅｋｉｙａ，Ｈａｊｉｍｅ　Ｎａｋａｍｕｒａ，「ＴＮモード液晶ディス
プレイのオーバードライブ方式－容量予測を用いた再帰システム（Overdrive Method for
 TN-mode LCDs-Recursive System with Capacitance Prediction）」ＳＩＤ　ＤＩＧＥＳ
Ｔ，２００１，ｐｐ．１１４－１１７、（４）Ｋ．Ｋａｗａｂｅ，Ｔ．Ｆｕｒｕｈａｓｈ
ｉ，「動画品質を向上させる新しいＴＦＴ液晶ディスプレイの駆動方法（New TFT-LCD Dr
iving Method for Improved Moving Picture Quality）」ＳＩＤ　ＤＩＧＥＳＴ，２００
１，ｐｐ．９９８－１００１、（５）Ｂａｅｋ－ｗｏｏｎ　Ｌｅｅ等，「１フレームに対
する中間階調応答の短縮：動的容量補正（Reducing Gray-level Response to one frame:
 Dynamic Capacitance　Compensation）」ＳＩＤ　ＤＩＧＥＳＴ，２００１，ｐｐ．１２
６０－１２６３、（６）Ｈａｒｕｈｉｋｏ　Ｏｋｕｍｕｒａ等，「フルＨＤ液晶テレビに
適用可能な先進適応型オーバードライブ方法（Advanced Level Adaptive Overdrive(ALAO
) Method Applicable to Full HD-LCTVs）」ＳＩＤ　ＤＩＧＥＳＴ，２００２，ｐｐ．６
８－７１、（７）Ｓｅｕｎｇ－Ｗｏｏ等，「液晶ディスプレイモニタにおける動画ぼけを
除去するための改善技術：進化したＤＣＣ（Improved Technology for Motion Artifact 
Elimination in LCD Monitors: Advanced DCC）」ＳＩＤ　ＤＩＧＥＳＴ，２００５，ｐ
ｐ．１４９６－１４９９、（８）Ｈ．Ｎａｋａｍｕｒａ等，「新しい高視野角動画液晶デ
ィスプレイ（A NovelWide-Viewing-Angle Motion-Picture LCD）」ＳＩＤ　ＤＩＧＥＳＴ
，１９９８，ｐｐ．１４３－１４６等の参照文献に提案されている。これら参照文献の内
容は、その全体を参照することにより、本明細書中に加えられる。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　本発明は、フィールド毎に処理前のフィールド（すなわち、赤フィールド、青フィール
ド、及び、緑フィールド）を利用してディスプレイ（例えば、ＡＭＬＣＤ）の画像表現を
改善するディスプレイ駆動回路及びディスプレイ駆動方法を提供する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の一実施形態によれば、フィールド毎に処理前のフィールド（すなわち、赤フィ
ールド、青フィールド、及び、緑フィールド）を利用してディスプレイ（例えば、ＡＭＬ
ＣＤ）の画像表現を改善することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
 本出願は、２００５年９月８日に出願の米国特許出願番号第１１／２２０，６７４号を
優先権主張の基礎とし、その全内容は本出願の内容に含まれる。以下、図面を参照して本
発明の実施形態を詳細に説明する。但し、本発明は多くの異なる態様で実施することが可
能であり、以下に示す実施の形態の記載内容に限定して解釈されるものではない。
【００１１】
　米国特許第５，９８６，６４７号（本発明の発明者であるフェルドマンによる出願、以
下、先願という）では、対応する画素を表示するため、画素情報の前処理について開示し
ている。この前処理は、１フレーム未満、１フレーム期間、又は複数フレームについて、
画素毎に実行することが可能である。しかしながら、先願の技術は、以下に記載する構造
と組み合わせることで更に改善することが可能である。先願の内容を参照することにより
、本明細書中に加えられる。
【００１２】
　本発明によれば、画素毎に赤・青・緑のサブピクセルを分離して利用するよりも、各画
素は赤・青・緑のバックライトと共同して単独の薄膜トランジスタ素子を使用することを
図２（Ａ）、図３（Ａ）及び図４（Ａ）に示している。これらのバックライトは、図２（
Ｂ）、図３（Ｂ）及び図４（Ｂ）に示すように、フレーム毎に対応するカラー画像に同期
してオン／オフが切り替えられる。その構造と連動して、「フィールド・シーケンシャル
・アドレシング（Field Sequential Addressing：FSA）」と称される特定のアドレシング
技術は、以下の利点のうち１つ以上を達成するために利用される。
　１．画素数とＴＦＴ数を３つの要素により削減する。
　２．必要なドライバの数を３つの要素により削減する。
　３．カラーフィルタの必要性を排除し、その結果として輝度を増加し、電力消費量を低
減する。
　４．より高い解像度に対する能力を高める。
　５．ディスプレイの歩留りを改善する。
　６．ディスプレイのコストを削減する。
【００１３】
　本発明によれば、表示フレーム用のデータはコンピュータメモリに格納され、画素デー
タは画素毎に解析される。そして、視聴者への表示に際しては、将来のフレームに対して
駆動されてどのように表示されるかを予想して修正するように、格納されたフレームデー
タが可能な変調又は調整値を計算することができるように十分に長く遅延される。この処
理は、関連する時間要素による表示に対し実行可能である。その遅延時間は、視聴者によ
って検出できない程度に十分短く、デジタル・コンピュータが必須の解析を達成し、画素
毎に遅延フレームに修正処置を適用するために十分高速である。本発明によれば、この技
術は、液晶ディスプレイのビデオ表示に対する動画ぼけを補正する処理に適用することが
可能である。
【００１４】
　画素毎の全遷移期間は、中間階調（gray-to-gray）の遷移期間として示すことができ、
白と黒の各遷移期間は中間階調の遷移期間に単に属する２つの期間である。適切な画像再
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生には、中間階調（gray-to-gray）の表現が必要である。液晶分子の不活発さと、液晶分
子の向きを変化させるために必要な電圧に起因して、隣接する画素の中間階調の遷移期間
は、より遠く離れた画素の中間階調の遷移期間（極端にいえば、黒から白への遷移、又は
白から黒への遷移）よりも遅くなる。その結果、動画応答時間（ＭＰＲＴ）を削減するた
めに共通して採用される技術は「黒ライト点滅（Black light blinking）」と呼ばれてい
る。黒ライトを点滅する構成では、各フィールド間に、液晶分子の配列をゼロ透過状態（
光を透過する透明状態、又は、黒：光を透過しない不透明状態）にリセットする。この黒
ライト点滅では、一時的にバックライトの透過を阻止するが、ユーザは、その点滅に気付
かない。黒から灰色への遷移期間（black-to-gray）は、白から灰色への遷移期間（white
-to-gray）よりも速いため、黒が参照用に選択される。全体として、動画応答時間（ＭＰ
ＲＴ）は、この黒ライト点滅技術を使うことにより速くなる。この黒ライト点滅技術は、
フィールド・シーケンシャル・アドレシング（ＦＳＡ）アプリケーション用に採用できる
。しかしながら、以下の先行する手順で明らかなように、ある色の任意の画素の中間階調
が他の色の同一画素の中間階調に関連しないため、黒ライト点滅は必要とされない。全体
として、これは、点滅するバックライトを使用することなくより速い動画応答時間（ＭＰ
ＲＴ）をもたらすことができる。液晶の配列及び機構についての全てのモード、すなわち
ＴＮ（Twisted Nematic）、ＩＰＳ（In Plane Switching）、ＭＶＡ（Multi-domain Vert
ical Alignment）、ＰＶＡ（Patterned Vertical Alignment）、及びＯＣＢ（Optical Co
mpensated Bend）といった様式は、同様に動画ぼけの問題を抱える。動画応答時間（ＭＰ
ＲＴ）を短縮するために用いる方法は何であっても、先行するあるフレームで達成される
応答時間の短縮は、より正確で効果的な補正が適用される先行する複数のフレームにおい
て応答時間がさらに短縮できることは、注目すべきである。この複数の方法論の目的は、
フィールドシーケンシャル・アドレシングがうまく採用されるように、４．４ｍｓ未満の
動画応答時間（ＭＰＲＴ）を達成するのに必要な複数の先行するサイクルｎを適用するこ
とである。
【００１５】
　フィールドシーケンシャル・アドレシングを採用する場合は、異なる先行処理が必要で
ある。各色用の現行フレームを、以下のように指定するものとする。
　１Ｉ１，ｂＩ１，ｇＩ１（ｒ、ｂ、及びｇは、Ｉ１番目のフレームに対する赤・青・緑
の色データを表す）
【００１６】
　次の手順では、データを解析するために先行する複数のフレームを調査し、Ｉ１番目の
フレームに対して補正を適用する。解析するデータは、以下のようにｎ個のシーケンシャ
ル・フレームについて記録される。
　ｒＩ１，ｂＩ１，ｇＩ１，ｒＩ２，ｂＩ２，ｇＩ２，・・・，ｒＩｎ，ｂＩｎ，ｇＩｎ

　ｒ、ｂ、ｇは任意のシーケンスであり、任意のいかなる色も等価である。
【００１７】
　ｒＩ１フレームに適用する補正は、ｒＩ２，・・・，ｒＩｎフレームからのデータの解
析により決定される。ｂＩ１フレームに適用される補正は、ｂＩ２，・・・，ｂＩｎフレ
ームからのデータの解析により適用される。ｇＩ１フレームに適用される補正は、ｇＩ２

，・・・，ｇＩｎフレームからのデータの解析により適用される。
【００１８】
　赤・青・緑のサブピクセルに対して補正電圧を並列に印加して同程度の補正を達成する
ためには同容量のメモリ空間が必要であることに注目すべきである。その補正電圧の印加
する速度は３倍速いため、遅延時間も同程度である。データがシーケンシャルに記録され
ることは、ある色から他の色へ中間階調（gray-to-gray）を遷移させる結果となる。
【００１９】
　本発明の一実施の形態では、図５に示すように、単一回路で構成した補正回路１は、ビ
デオデータの各フィールドに対して補正を行う。他の実施の形態では、図６に示すように
、複数の回路で構成した補正回路１１～１３は、ビデオデータの各フィールドに対して並
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列に補正を実行するように動作する。
【００２０】
　本発明は、また、同時に２フレームのみを使用して補正を実行することに限定するわけ
ではない。本発明の一実施の形態では、少なくとも３フレーム分のデータがフィールド毎
に比較される。このような実施の形態では、単一回路で構成した補正回路１は、図５に示
すように、フレームＩｉ，Ｉｉ＋１，Ｉｉ＋２内のフィールドについて繰り返し補正を実
行する。他の実施の形態では、複数の回路で構成した補正回路１１～１３は、例えばフレ
ームＩｉ，Ｉｉ＋１のフィールドに対してあるレベルで補正を実行する回路や、フレーム
Ｉｉ＋１，Ｉｉ＋２のフィールドに対してあるレベルで補正を実行する回路等、各回路が
対応したレベルで補正を実行する。さらに、図７に示すように、多重並列化して実装した
複数の回路を含む補正回路２１～２３は、各フィールドに対して並行して補正を実行する
機能と、複数の回路が各レベルに対して並行して補正を実行する機能とを有する。
【００２１】
　補正回路は、多数の異なる技術を使用して実装することができる。そのような技術の１
つは、使用されるフレーム数の容量を有するルックアップ・テーブルを持つことである。
２つのフレームを使用する場合、第１フレームの画素のカラー値と第２フレームの画素の
カラー値とは、第１インデックスと第２インデックスとしてルップアップ・テーブル内に
索引を作成する。例えば、各色が２５６階調の値をとると、ルップアップ・テーブルは２
５６×２５６となり、ルップアップ・テーブルに格納された値は、一組のインデックスに
対応する補正値となる。補正が対称となる実施例（すなわち、全てのフレームｉ，ｊに対
応するルップアップ・テーブルがｔａｂｌｅ（ｉ，ｊ）＝ｔａｂｌｅ（ｊ，ｉ）であり、
ｉとｊは、そのルップアップ・テーブルのインデックスである）では、ルップアップ・テ
ーブルのサイズは縮小可能である。
【００２２】
　補正が対称でない実施例では、そのシステムは、一方向の遷移よりも他方向に遷移しや
すい遷移期間が存在することを利用することができる。例えば、階調が６０から２０に遷
移する場合よりも２０から６０へ遷移する場合にそれほど補正を必要としない場合、テー
ブル（２０，６０）に対するルックアップ・テーブル内の補正値は、テーブル（６０，２
０）に対するルックアップ・テーブル内の補正値と同じにならない。
【００２３】
　様々なフィールドでは、単一のルップアップ・テーブルを共有してもよいし、フィール
ド固有のルップアップ・テーブルを含んでもよい。
【００２４】
　また、他の実施の形態として、補正回路には、フレーム数を超える画素値を平均化する
簡単な平均化回路を含めてもよい。
【００２５】
　本発明は、ＡＭＬＣＤに関連したディスプレイ駆動回路について開示したが、現存する
非発光型ディスプレイ、又は、将来開発される非発光型ディスプレイについても適用可能
である。
【００２６】
　本発明は、ハードウェア、又は、ハードウェアとソフトウェアの組み合わせを使用して
達成してもよい。例えば、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、組み込みプロセッサ、汎用プロセッサ等
を含む実施の形態は、本明細書で使用される回路要素の範囲に全て含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】（Ａ）は１画素あたり３つのＴＦＴを利用するＡＭＬＣＤの一部を示す図、（Ｂ
）は１フレーム中に６つのＴＦＴが照明された（Ａ）のＡＭＬＣＤの一部を示す図である
。
【図２】（Ａ）は画素要素の後ろに赤のバックライトを含むＡＭＬＣＤの一部を示す図、
（Ｂ）は２つのＴＦＴのみにより赤のバックライトからの赤光をユーザに届かせる（Ａ）
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のＡＭＬＣＤの一部を示す図である。
【図３】（Ａ）は画素要素の後ろに緑のバックライトも含む図２（Ａ）のＡＭＬＣＤの一
部を示す図、（Ｂ）は２つのＴＦＴのみにより緑のバックライトからの緑光をユーザに届
かせる（Ａ）のＡＭＬＣＤの一部を示す図である。
【図４】（Ａ）は画素要素の後ろに青のバックライトも含む図２（Ａ）のＡＭＬＣＤの一
部を示す図、（Ｂ）は２つのＴＦＴのみにより青のバックライトからの青光をユーザに届
かせる（Ａ）のＡＭＬＣＤの一部を示す図である。
【図５】複数フレームのデータの全てのフィールドに対して、ビデオデータのフィールド
毎に補正を実行する補正回路を単独回路で構成した例を示す図である。
【図６】複数フレームのデータの各フィールドに対して、ビデオデータの特定フィールド
に補正を実行する補正回路を並列回路で構成した例を示す図である。
【図７】複数フレームのデータの各フィールド及び各レベルに対して、ビデオデータの特
定フィールドに補正を実行する補正回路を並列回路で構成した例を示す図である。
【符号の説明】
【００２８】
　１、１１～１３、２１～２３　　補正回路

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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